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シェルター議員連盟 先島諸島視察

与那国町　糸数健一町長との面会（右写真）

石垣市　中山義隆市長との面会（左写真）

竹富町　前泊正人町長との面会（右写真）

発
起
人
の
片
山
さ
つ
き
氏
が
激
白

シ
ェ
ル
タ
ー
整
備
の
動
き
加
速
　
議
連
が
首
相
に
要
請

「
お
花
畑
は
許
さ
れ
な
い
」　
北
、
中
国
の
危
機
迫
る
日

本
に
求
め
ら
れ
る
対
応

北
朝
鮮
は
核
開
発
を
継
続
し
、
日
本
海
に
頻
繁
に
弾
道
ミ
サ

イ
ル
を
撃
ち
込
ん
で
い
る
。中
国
は
「
軍
事
力
に
よ
る
台
湾
統

一
」
と
い
う
オ
プ
シ
ョ
ン
を
放
棄
せ
ず
、「
台
湾
有
事
は
日
本

有
事
」
の
危
険
は
高
ま
っ
て
い
る
。こ
う
し
た
な
か
、
国
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
シ
ェ
ル
タ
ー
の
早
期
整
備
を
訴
え
る
議

員
連
盟
が
15
日
、岸
田
文
雄
首
相
に
面
会
し
、避
難
施
設
の
設

置
や
法
整
備
な
ど
を
求
め
た
。政
府
の
経
済
財
政
運
営
の
指

針
と
な
る「
骨
太
の
方
針
」に
も
、
シ
ェ
ル
タ
ー
整
備
が
盛
り

込
ま
れ
る
見
通
し
と
い
う
。今
、
何
が
必
要
な
の
か
。議
連
の

発
起
人
で
幹
事
長
を
務
め
る
片
山
さ
つ
き
元
地
方
創
生
担
当

相
に
聞
い
た
。

片
山
さ
つ
き
氏「
現
在
の
安
全
保
障
環
境
を
見
れ
ば
、『
有
事
』

は
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。武
力
衝
突
や
攻
撃
が
起
き
た
と
き
、

国
民
を
守
る
直
接
的
な
手
立
て
が
必
要
だ
。そ
の
議
論
を
即

刻
進
め
、
一日
も
早
く
具
体
化
す
る
必
要
が
あ
る
。危
機
は
そ

こ
に
あ
る
。『
お
花
畑
』の
平
和
論
は
許
さ
れ
な
い
」片
山
氏
は
、

こ
う
危
機
感
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

「
シ
ェ
ル
タ
ー（
堅
固
な
避
難
施
設
）議
連
」は
昨
年
12
月
、
菅

義
偉
前
首
相
ら
を
顧
問
、
塩
谷
立
元
文
科
相
を
共
同
代
表
に

し
て
発
足
し
た
。核
な
ど
強
力
な
武
力
攻
撃
を
想
定
し
、
国
の

防
衛
戦
略
の
な
か
に
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
を
盛
り
込
み
、
地
下

の
避
難
施
設
整
備
な
ど
を
呼
び
か
け
て
き
た
。

日
本
核
シ
ェ
ル
タ
ー
協
会
の
２
０
０
２
年
の
調
査
で
は
、
日

本
の
人
口
あ
た
り
の
核
シ
ェ
ル
タ
ー
普
及
率
は
、わ
ず
か
０
・

０
２
％
。100
％
の
ス
イ
ス
や
イ
ス
ラ
エ
ル
、
82
％
の
米
国
、

67
％
の
英
国
な
ど
に
比
べ
て
極
め
て
低
い
。日
本
は
現
在
、

イ
ー
ジ
ス
艦
と
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
（
地
対
空
誘
導
弾
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
）

の「
２
段
構
え
」で
ミ
サ
イ
ル
を
迎
撃
す
る
体
制
を
と
っ
て
い

る
。た
だ
最
近
、
探
知
や
迎
撃
が
難
し
い
極
超
音
速
ミ
サ
イ
ル

な
ど
の
進
化
が
著
し
い
。北
朝
鮮
な
ど
も
、
こ
う
し
た
技
術
の

向
上
に
余
念
が
な
い
よ
う
だ
。

そ
の
北
朝
鮮
が
４
月
に
発
射
し
た
ミ
サ
イ
ル
が
、
初
め
て
日

本
領
域
内
に
落
下
す
る
可
能
性
が
覚
知
さ
れ
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
が
発
令
さ
れ
た
。結
果
的
に
被

害
は
な
か
っ
た
が
、
都
市
部
な
ど
に
ミ
サ
イ
ル
が
着
弾
す
れ

ば
、そ
の
被
害
は
甚
大
で
あ
る
。

中
国
も
昨
年
８
月
の
軍
事
演
習
で
、
台
湾
と
近
接
す
る
沖
縄

県
・
先
島
諸
島
周
辺
の
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
内
に
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
５
発
を
撃
ち
込
ん
で
き
た
。シ
ェ
ル
タ
ー
議

連
の
塩
谷
代
表
と
片
山
氏
ら
は
先
月
、
先
島
諸
島
の
石
垣
島

（
石
垣
市
）や
与
那
国
島（
与
那
国
町
）、
竹
富
島（
竹
富
町
）な

ど
を
視
察
し
た
。

片
山
氏
は「
台
湾
有
事
が
勃
発
す
れ
ば
、
先
島
諸
島
は
確
実
に

影
響
を
受
け
る
。多
数
の
住
民
や
自
衛
官
、
行
政
関
係
者
ら
が

島
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、そ
の
時
に
命
を
守
り
、火
の

粉
を
防
ぐ
避
難
施
設
の
整
備
が
必
要
だ
。シ
ェ
ル
タ
ー
の
場

合
、
施
設
の
設
置
基
準
や
、
管
理
者
を
定
め
る
法
整
備
な
ど
、

所
管
省
庁
が
複
数
に
ま
た
が
る
。政
府
の
力
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
、
一
貫
性
と
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対
応
を
と
ら
ね

ば
ら
な
い
」と
語
っ
た
。例
え
ば
、石
垣
市
で
は
有
事
の
際
、市

役
所
職
員
や
警
察
、消
防
、政
府
関
係
者
な
ど
２
０
０
０
人
が

島
に
残
る
可
能
性
が
あ
る
。だ
が
、先
島
諸
島
の
各
市
町
村
で
、

十
分
に
安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
地
下
施
設
は
、
石
垣
市
の
１

カ
所
だ
け
だ
と
い
う
。

骨
太
の
方
針
に
明
記　

総
合
的
な
安
全
保
障
強
化
、
台
湾
も

参
考
に

片
山
氏
は
今
年
２
月
、台
湾
を
訪
問
し
た
際
、現
地
の
シ
ェ
ル

タ
ー
設
備
の
実
態
を
視
察
し
た
。建
物
の
地
下
な
ど
に
設
置

さ
れ
る
シ
ェ
ル
タ
ー
に
は
、
深
さ
や
強
度
の
基
準
が
設
け
ら

れ
、一
定
期
間
、避
難
す
る
た
め
の
食
糧
な
ど
が
備
蓄
さ
れ
て

い
た
。

「
避
難
施
設
は
普
段
、駐
車
場
や
倉
庫
、ス
ポ
ー
ツ
施
設
、楽
器

を
演
奏
す
る
音
響
施
設
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。台

湾
と
地
理
が
近
い
先
島
諸
島
は
地
質
も
似
て
い
る
と
み
ら
れ
、

参
考
に
で
き
る
部
分
が
多
々
あ
っ
た
」

シ
ェ
ル
タ
ー
議
連
は
15
日
、
こ
う
し
た
現
地
調
査
も
踏
ま

え
て
、
岸
田
首
相
に
対
し
、「
公
共
施
設
を
活
用
し
た
シ
ェ

ル
タ
ー
整
備
」「
地
方
に
負
担
を
か
け
な
い
財
政
支
援
」「
地

下
街
な
ど
既
存
施
設
を
活
用
し
た
整
備
」「
建
築
基
準
や
避

難
中
の
食
糧
備
蓄
な
ど
の
基
準
策
定
」な
ど
を
提
言
し
た
。

岸
田
首
相
は
「
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
大
切
だ
」
と
応
じ
、

後
押
し
す
る
意
向
を
示
し
た
と
い
う
。政
府
は
骨
太
方
針

に「
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
避
難
施
設
確
保
」を
明
記
し
、
島

嶼（
と
う
し
ょ
）部
を
中
心
に
シ
ェ
ル
タ
ー
整
備
を
進
め
る

方
向
だ
。

与
那
国
町
の
糸
数
健
一
町
長
も
15
日
、
浜
田
靖
一
防
衛
相
と

面
会
し
た
。台
湾
有
事
を
想
定
し
た
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
の
た

め
の
財
政
支
援
を
要
請
し
、
建
設
予
定
の
新
庁
舎
の
地
下
に
、

新
た
な
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説

明
し
た
。（
令
和
５
年
６
月
18
日　

夕
刊
フ
ジ
よ
り
）


